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　近年，レストランの配膳ロボットやビルの警備ロ
ボットなど，ロボットの普及が進んでいます．工場
などでは以前から搬送ロボットが使われており，ま
た，大手通販会社の流通倉庫では，ロボットを利用
した高度な自動化が進んでいるようです．自動運転
を意識したコンテストなども増えています．
　連載では，自作した小型ロボットを使って実験し
ながら，移動体の制御技術を解説します．
　制御を行わずに，ただモータを回した際に，台車
がどのような挙動を示すかも実験によって確かめま
す．� （編集部）

なるべく安く実機を用意するために

● 電動台車の駆動部はキットを利用する
自律移動ロボットを使って実験してみたい方にとっ

て，実機を用意する手間とお金が大きなハードルでは
ないでしょうか．
　そこで筆者は，多くの方が実験できるように，ロ
ボットの駆動モジュールとして使えるエンコーダ付き
DCモータを使ったキット（以降，駆動モジュールと
表記）を設計しました．手軽に自律移動ロボットを作
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写真2　キットを2台使った左右独立駆動可能な自律移動ロボット
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